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外
務
省
編
纂
 

『
日
本
外
交
文
書
 
昭
和
期
Ⅲ
』
 

昭
和
十
二
～
十
六
年
 
第
一
巻
 
外
交
政
策
・
外
交
関
係
、

第
二
巻
 
欧
州
政
情
・
通
商
問
題

 

 

六
一
書
房
 
 
 
 
 
二
〇
一
四
・
五
刊
 

Ａ
５
 
全
一
三
六
〇
頁
 
各
七
〇
〇
〇
円
  

 
本
書
を
含
む
『
日
本
外
交
文
書
』
昭
和
期
Ⅲ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
九
三
七

～
一
九
四
五
年
の
外
交
文
書
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
「
日
中

戦
争
」「
第
二
次
欧
州
大
戦
と
日
本
」
「
太
平
洋
戦
争
」
の
三
つ
の
特
集
を
中

心
に
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
特
集
で
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
事
項
を
収

め
る
の
が
、
昭
和
期
Ⅲ
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
で
あ
る
。
本
欄
で
は
、
二
〇
一

四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
巻
と
第
二
巻
を
取
り
上
げ
る
。
両
巻
は
併
せ

て
一
〇
二
八
文
書
に
及
ぶ
膨
大
な
文
書
を
収
録
し
て
い
る
た
め
、
紙
幅
の
関

係
上
、
こ
こ
で
は
各
巻
に
収
め
ら
れ
た
事
項
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
と
し
た

い
。
よ
り
多
く
の
読
者
が
、
本
書
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。
な
お
、
第
三
巻
は
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
 

 
ま
ず
、
第
一
巻
。「

一
外
交
政
策
一
般
」
で
は
、
帝
国
議
会
な
ど
に
お
け
る

外
務
大
臣
の
演
説
や
答
弁
、
そ
の
海
外
で
の
反
響
な
ど
に
関
す
る
文
書
が
採

録
さ
れ
た
。
当
該
期
に
お
け
る
日
本
外
交
の
方
向
性
が
読
み
取
れ
る
。
 

 
「
二
諸
外
国
と
の
外
交
関
係
」
で
は
、
当
時
日
本
と
諸
外
国
と
の
間
で
発

生
し
た
外
交
案
件
を
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
三
七
年
五

月
、
豪
州
首
相
が
英
帝
国
会
議
に
お
け
る
演
説
で
太
平
洋
不
可
侵
条
約
の
必

要
性
を
訴
え
た
こ
と
で
、
関
係
国
会
議
の
開
催
を
危
ぶ
む
日
本
の
対
応
な
ど

を
窺
い
知
れ
る
。
 

 
「
三
ソ
連
邦
と
の
関
係
」
は
二
つ
の
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
１
日
ソ

交
渉
」
は
、
一
九
三
七
年
一
一
月
に
日
本
が
拘
留
し
た
ソ
連
船
ウ
ィ
ン
ペ
ル

号
の
乗
組
員
釈
放
交
渉
や
、
在
ソ
日
本
領
事
館
閉
鎖
問
題
（
一
九
三
七
年
五
月

～
一
九
三
八
年
九
月
）、

お
よ
び
北
樺
太
利
権
や
漁
業
権
益
へ
の
ソ
連
の
圧
迫
に

関
す
る
問
題
（
一
九
三
七
年
五
月
～
一
九
四
一
年
一
月
）
に
つ
い
て
、
「
２
満
ソ
・

満
外
蒙
国
境
紛
争
」
は
、
乾
岔
子
島
事
件
、
張
鼓
峰
事
件
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事

件
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
 

 
「
四
枢
軸
国
と
の
関
係
」
で
は
、
秩
父
宮
訪
独
問
題
、
独
国
の
旧
植
民
地

回
復
要
求
問
題
の
ほ
か
、
日
独
貿
易
協
定
や
日
満
伊
貿
易
協
定
を
め
ぐ
る
交

渉
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
と
の
間
で
締
結
が
模
索
さ
れ
た
、
文
化

協
定
を
め
ぐ
る
交
渉
に
関
連
し
た
文
書
が
収
め
ら
れ
た
。
 

 
続
い
て
、
第
二
巻
。「
五
欧
州
政
情
」
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
乱
、
ド
イ
ツ
に

よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
解
体
、
イ
タ
リ
ア
に
よ
る

ア
ル
バ
ニ
ア
併
合
な
ど
、
欧
州
政
情
の
変
化
に
対
す
る
、
日
本
の
情
報
収
集

や
反
応
の
様
相
を
窺
わ
せ
る
文
書
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
 

 
「
六
国
際
連
盟
と
の
諸
問
題
」
は
、
一
九
三
七
年
か
ら
、
日
本
が
国
際
連

盟
へ
の
協
力
を
終
止
す
る
一
九
三
八
年
一
二
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
、
日
本

と
連
盟
諸
機
関
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
文
書
が
主
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
、「
付
 

国
際
会
議
へ
の
参
加
協
力
」
で
は
、
連
盟
諸
機
関
以
外
の
国
際
会
議
、
例
え

ば
一
九
三
八
年
六
月
の
国
際
赤
十
字
会
議
等
に
関
す
る
文
書
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。
 

 
「
七
諸
外
国
と
の
通
商
問
題
」
で
は
、
日
米
通
商
問
題
、
日
印
・
日
緬
会
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商
、
日
蘭
会
商
、
日
豪
通
商
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
日
 

米
通
商
問
題
に
関
し
て
は
、
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
綿
布
輸
出
問
題
を
中
心
と
 

し
た
一
九
三
七
年
以
降
の
日
米
間
で
の
綿
業
協
定
に
関
す
る
交
渉
、
お
よ
び
 

互
恵
通
商
協
定
を
は
じ
め
と
す
る
通
商
政
策
一
般
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
わ
る
 

文
書
な
ど
が
採
録
さ
れ
た
。
な
お
日
米
通
商
問
題
の
項
目
の
最
後
に
は
、「
参
 

考
」
と
し
て
、
外
務
省
通
商
局
作
成
「
通
商
ニ
関
係
ア
ル
一
般
的
諸
問
題
及
 

日
本
ト
英
米
独
各
国
ト
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
特
殊
問
題
（
日
本
経
済
使
節
団
ニ
対
ス
ル
 

参
考
資
料
）」
（
一
九
三
七
年
四
月
）
も
付
さ
れ
て
い
る
。
 

 
既
刊
の
シ
リ
ー
ズ
と
の
関
連
性
の
も
と
で
本
書
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
当
 

該
期
の
日
本
外
交
の
全
体
像
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
 
 
（
吉
井
文
美
）
 

   
 


